
FRY仙A社の新しい製革紹介
-フリサームおよぴコポ-ル･ミルMSIOO-

InTrodLJCT;on'of New Progrc]m from FRYMA

- FRYTHERAA & CoBqll,.MHI MS_100 -

(化)技術部 妓術滞2課

谷 口 十
Toichi Taniguchi

New program FRYTHERM and CoBan-Mill MS-100, from FRYMA, CH., is introduced.

FRYTHERM is a new type of a scraped.1Surface heat exchanger, and its most outstanding
feature is the multitude of annular∴product chambers. FRYTHERM is suitable for heat ex-

change of viscous and pa.sty products, especially the viscosity of those tends to change during

heating or cooling. FRYTHERM isalso applied to the crystanization of viscous products.

cc'Ball-Mill, annular type stirrer beadsmill forultra-fine grindingand dispersing has been

getting reputation in Japanese market also. MS-100 is newly designed along the same lines on

the otherunits in the MS-12-65 rangewith a slight but very significant diffetence ;Athe grind-

1ng Vessel is arranged horizontally for easier handling.

ま え が き

当社はヨーロッパ有数の医薬品,化粧品,食品機械の専

門メ-カFRYMA杜(スイス,ラインフェルデン市)の日

本における総代理店とし,同社の特長ある萎望晶の販売を行

っている.すで忙そのいくつかについては,前報1)
R:て紹

介したo ここでは'88年6月に西ドイツ･フランクフ)I,I

で行われた化学機器の世界的な展示会ACEEMA '88 に

て注計を集めた2つの製品,高帯占慶事夜用の熱交換器7 1)サ

-ムと,一当社が技術提携により製作しているコボー)I,･ミ
ルの最大型機種MS-100 VLついて簡単に紹介する｡

1.ウリサーム

フリサームは,スクレ-パ巽を内蔵した,多重構造の高

粘度流体用の連続式熱交換岳であり,医薬品 化粧品をほ

じめとし,食品工業,化学工業に幅広く利用されている｡

1. 1機 構
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第1図 フリサーム

Fig. 1 Schematic FRYTHERM

Product

フ1)サ-ムは,第1囲およ甲その断面概念図である第コ
図に示すように,同芯円筒からなる多重円簡構造をしてま

り,製品が通過するチャンパー(製品チャンパ-)は,戸

外面を冷蝶または熱媒を通すジャケッTt (媒体チャンノ

ー)で囲まれている｡

製品は製品入口から,製品チャンバ- l忙ポンプで送yi

され,第1国のよう忙円筒軸方向忙流れるo端面で製品F二

製品チャンバーlから製品チャンバー2に.Uターンし, i

らVL製品チャンパ-3へとUターンし,十分なる熱交換弓

した後,出口より排出されZ,o各チャンバ-内ではスク!

-パ巽が回転t/ている.
7 〝レーバ琴は製品をチャンバr

内側から外側ヘおしつける方向と,その道の外側から内勺

-おしつける方向と紅交互に取り付けられており,製品弓

チャンパー内外面の伝熱面に接触させる役割をしている.

このため効率の良い,急速な熱交換をすることができる｡

スクレーパ巽は,ナイロン,
PTFEなどでできており,

フリサ-ムの伝熱面全体をカゝきと‾i,ているo接触圧は調垂
できるよう(,TLなっており,また回転速度も50-250 rpm6

範囲で使用される.処理される製品忙よって,みかけのi

熱係数(製品に対する撹群熱の影響を無視して,製品出;

口での温度差から計算される伝熱係数)が回転数によっ｢

異なるため,できるだけ可変連中こしている.一例として,

ある撞のエマ)I,ジョンを冷却した場合のスクレ-パ巽同寺

国 Media chambers

[:コ Pro血ctc
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第2囲 フリサーム断面概念図
Fig. 2 Schematic cross

sectional view
_of

FRYTHERM
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汝n (rpm)とみかけの伝熟係数U (kcal/m2hoC)の閑

系を第3図に示す.これは13 oCの冷水を用いて, 55oC,

.000 cpの液体を30 oCに冷却したもので,その時の製

品粘度は40000 cpとなった｡

媒体チャンバーでは,冷水,プラインなどの冷媒または

くチームやサーモオイルなどの熱媒が,製品の流れ方向と

よ逆方向に流れているo蝶体チャンパー内ではスパイラ)I,

ヾッフルが付けられる場合が多く,より効果的な熱交換を

∃指している｡

. 2 特 長

(1)多重円簡構造であるため,伝熟面積と容積との比が

大きく,非常に効率の良い熱伝達ができるので,構造

が極めてコンパクTIR:なる｡

第4囲に伝熱面積3m2のものにつき,フ1)サーム

と従来型のかき取り式熱交換器との外形比較を一例と

して示す｡

(2)製品チャンバ-の幅が狭いため,得られた製品は一

様な温度条件となる｡

(3)スクv-パ巽のかき取り効果およぴ流体の混合効果

とあいまって,伝熱効率が非常に良いo このため処理

時間が大幅に短縮できる｡

(4)冷媒,熟練の種類を選ばず使用でき, -30

ocから200 oCの範囲で使用できる｡

(5)構造が簡単なため,容易R:分解,組立がで

き,洗浄忙手間がかからない.

. 3 仕 様

フ1)サームは,第1表に示すように伝熱面積0.7

-6m乏の4機種あり,主な仕様は次のとおりで

くD

8?

竜王
b8
志望
司

300

ある｡

適用粘度範囲: 500000 cpまで

適用温度範囲: -30′-200
oC

適用圧力範囲:製品,媒体とも標準仕様で4 kg/cm2

まで.ただしオプションとして8kg/

cm2 まで可能o

]妾液部材質: SロS316

写真1にSWT-30を示す｡

1. 4 適用例

フ1)サ-ムは次R:示すような分野で使用されているo

医薬･化粧品:クリーム,エマ/レジョン,軟膏,メイ

クアップ化粧品など

食 品 :ベビーフ-ド,ミ-トペースll,マー

ガ1)ン,ピーナツパタ-,チョコレー

トなど

化 学 :グ1)-ス,ワックスなど

そしてフリサームが得意とするのは

(1)冷却中に粘度が非常に高くなってくるものの処理

(2)冷却すると晶析するような物質の処理

3.18111.

I

,.‖亡==売==コIE:
ーl[■l‖⊂⊃

0.55 n

”
喝
く=⊃

第4園 フリサームと従来型かき取り式熱交換器本体(いづれも伝熱面

積3 m2)の大きざ比較
Fig. 4 Scale drawing

showing the comparison of sizes with3m2

cooling surface between conventional scraper cooler and

FRYTHERM

50 100 150 200

Rotatitlg Speed (rpm)

巨3園 ロータ回転数とみかけの伝熱係数との園係(一例)
Pig. 3 Example of rotating spped vs heat transfer coefficient

(ヮ1-1 000 cpぅで2-40000 cp, Tl-55 oC-T2-30 oC,

Q-1 500 kg/h, tl-13 oC-うt乏-16 oC

芹1表 フリサ-ムの仕様
Fable 1 Teclmical Date on FRYTIiERM

Type

Effective beat-

exchange surface
(m 2)

Dri▼?
capacl ty

O(”)

Dimensions (cm)

Leng. × Wid. × Heig.

SWT- 7

SWT-15

SWT-30

SWT-60

0.7

1.5

3

6

86 × 65 × 135

86 × 65 × 135

115 × 80 × 170

140 × 90 × 180
写真1

Photo 1

r8 神鋼ファウドラ-技報 Vol. 82 No. 8 (1988/12)



① mixing vessel

@ pu皿p

(参FRYTHERM

②

%

(D

a

Continuous cooling

=D

写真 2

Photo 2

%

(丑

@ ③

Cooling in circulation

ED 第5囲 フリサ-ムの使用方法
Fig. 5 Usage of FRYTHERM

第2 表 フ1)サ-ムによる時間短縮例
Table 2 Comparison of conventional method

vs FRYTHERM

Batch size E 400 e E 1300 e 】 2400 e

Process iz)g

method

Total

manu facbring

time

Co皿pari son

VME.400

1 hour

40 min§.

1

45 mins.

3 hours

30 mins.

1/2 1 1

1 hour

15 mins.

1/3

5 bolユrS

10 mins.

1 hour

15 mins

1/4

であり,晶析の例では,炭化水素からのパラフィン,ワッ

クスの分離やマ-ガ1)ンの製造に使用されている.

フリサームは,撹搾槽とともに使用される例が多く,そ

の使用法は第5国に示すように,連続プロセスとバッチプ

ロセスの二つに大別される｡連続の場合VLは,撹拝槽で作

られた製品を連続的に抜き出し,フ1)サームを通過させ,

熱交換を行うものであり,バッチの場合は,撹拝槽とフリ

サームをつなぎ,一つの系とし熱交換をしながら反応を進

めるため循環使用するものである｡

次に一例として,ある医薬用軟膏(添加剤を加えたエマ

/I,ジョンタイプの軟膏)の製造を例むことり,フ1)サ-ムを

併用することにより処理時間を大幅に短縮できた例を第2

表に示した｡

これは超微粒乳化分散装置VMEl)単独で軟膏を製造し

冷却するのに比べ, VMEで軟膏を製造し,その後フリサ

ームを用いて冷却すると,非常に効率が上がることを示し

ている｡フリサ-ムの追加により, VMEで冷却の必要が

ないため,その処理効率が上がる. VMEが大型R:なれは

なるほどこの傾向は顕著であり,この結果,製品のコスナ

ダウンにつながっている｡

2. コボール･ミル MS-100

コボー)I,･ミ)I/は,粉砕窒を狭いアニエラー形状にて構

成し,粉砕室に一様な高エネ)I,ギ-を与え,効率良い微粉

砕,分散を行う新しいタイプの蝶体撹拝ミルとして,わが

国でも好評をもって迎えられ,塗料,製紙,化学,農薬fj

どの分野において使用されている｡また,その概説や粉啓

特性についても,すでFL紹介をした.2)3)

ここに紹介するコボ-ル･ミ)I, MS-100は,従来の毒

性能を損なうことなく,また, (9高いエネ)i,ギ一軒度をヰ

ったアニエラー形の粉砕室(む粉砕窒容積に対し冷却表面壱
の比が大きい｡ ④メディアが粉砕室内を循環する構造の六

め高半占度域のサスペンジョンの処理が可能④サスペンジ≡

ン粒子の粉砕室内でのショート･パスが無い｡ (彰洗浄性搾

優れるなどの特長をそのまま受け継ぎ,大量処理を可能拝

したものとして新しく開発されたものであるム

2. 1 # i%

コボ-ル･ミルMS-100は機構的には従来の製品群Z

同一であるが,最大の特長は写真2忙示すよう忙,粉砕∃

を従来の垂直型から水平型に変更した点むこある｡これは菱

置が大型化するにつれ機高が高くなり,操作性が悪くな々

という欠点を改良したものである｡

第6囲に概形を示すように,断面が逆三角形をした環七

の容器の内部を,水平な珂転軸に取付けられた同じ断面羽

状のロ-クが回転している.容器とロ-クとの隙間が粉石

室となり,ここに粉砕メディアが充てんされる｡サスペニ

ジョンはミル入口からポンプにより送液され,入口ギャ:

プを経て粉砕重へ入る. W形をした粉砕室で固体粒子が発

秤,または分散される｡処理されたサスペンジョンはギJ

ップ･セパレータにてメディアと分離され,ミ)I,から排と
される｡

メディアはW形の粉砕室を遠心力の作用により順次移毒

し,メディア･リターン襲の作用忙よりロータ･ノ､ブ部6

メディア循環用の孔から吸い込まれ,再びミル内のサスノ
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第7国 コポ-ル･ミルMS-100概形図
Fig. 7 0utline of G)Ball-Mill MS-100

第6囲 コボ-)I/･ミルMS-100

Fig. 6 Schematic CoBau･Mill MS1100

ンジョン入口に戻り循環するo メディア･ 1)ターン巽が従

来のコボ-ル･ミルMS-65同様FL採用されており,こ

の回転数を制御すること匠より,粉砕室内のサスペンジョ

ンの動きもコントロー/レする役目を果たしている.

2. 2 仕 様

MS-100の仕様を, MS-18 (当社テスT.センタ-に設

置)と比較して下記匠示す(第7図参照)o

MS-18MS-100

粉砕室容積(e):

冷却表面積(m9):

ロr-メ

170

0.065.4

ステ-メ 0.125.4

動力(kw): 11160′-225

処理量(e/h):

概形寸法(mm):

a

20′-80800-2000

13202700

b 5752000

Cl 10102700

C2 3710

2. 3 適用例

コポール･ミルMS-100の適用例としては,今後実験

を重ね七いく必要があるが,現在次のような分野を考えて

いる｡

(1)炭酸カ)I,シウム,カオ1)ン,メ)I,クなどの無機物の

粉砕

(2)時間当り1 ton程度処理する額'虫剤,除草剤などの

鼻薬の粉砕･分散

(3)時間当り1 ton程度処理する新聞紡用の印刷イン

キの分散J

(4)時間当り約2ton礎度処理する,コランダム･ミ

)i,1) FL_て前処理されたココア･ 1)カーの粉砕

(5)洗剤工業において燐化合物にかわって使用されて:}､

るゼオライ†の粉砕

む す び

前報1)に続き,当社と技術提携関係にあるスイスFRY

MA杜の特長ある高粘度用の熱交換器フリサーム,および

従来の優れた数々の特長を継東しながら大量処理用紅新し

く開発したコボ-/I,･ミ)I, MS-100について,その概要

を説明した｡

さら紅実際的なデ-グは,稿を改めてご紹介させて頂き

たいと考えている｡
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